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Ｑ＆Ａ(1)温暖化は暴走する？Ｑ＆Ａ(1)温暖化は暴走する？
Q.1 温暖化はあるところまで進むと、決して止められなくなる（暴走する）と言う

のは、本当なのですか？
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一般に、ある原因で変化が起きた時にその変化をさらに強める作用を「正のフィー
ドバック」、反対に変化を弱める作用を「負のフィードバック」といいます。地球の温
度が決まるメカニズムの中にも、例えば、太陽光を反射している地表面の雪や氷
が温暖化で融け、それにより太陽光がより吸収されるようになり、さらに温暖化が
進む正のフィードバック、逆に、地球の温度が上がるほど多くの赤外線を宇宙に放
出して冷えようとする負のフィードバック等があります。現在のところ、かなりの程度
温暖化が進行すると、負のフィードバックが勝るようになり気温がそれ以上上がら
なくなると考えられており、温暖化が暴走するという予測はありません。

正・負のフィードバックと変化の時間発展の関係
（「ココが知りたい温暖化」(独)国立環境研究所ホームページ）

http://www-cger.nies.go.jp/qa/20/20-2/qa_20-2-j.html

ただし、現在の科学ではまだよく分かっていな
いメカニズム、例えば、温暖化に伴いシベリア
の凍土が融け、温室効果ガスのメタンが放出
される等のメカニズムが温暖化を加速すること
もあり得るため、温暖化が暴走する可能性が
ゼロとはいいきれません。



Ｑ＆Ａ(2)世界の水不足の原因Ｑ＆Ａ(2)世界の水不足の原因
Q.2 世界の水不足の原因は、温暖化よりも、途上国の人口増加等で需要が

増えるからではありませんか？
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一般的には、途上国の人口増加や経済発展による水需要の伸びの方が、温暖化
よりも水不足に強い影響を与える場合が多いと考えられます。しかし、水資源は必
要な時に必要な量があることが重要です。温暖化により、降水や積雪・融雪時期
の変化等が起こり、水資源量の時間的な変動（ばらつき）が大きくなると、年単位
では問題のなかった地域でも、季節・月単位では水不足となる可能性が生じます。
このように、地球温暖化は、人口増加等による水不足をさらに、深刻化させる可
能性が大きいのです。

累積取水需要比（1990年代の計算値）

1年間に取りたかった水量が、毎日の河川

流量から、どれだけ取れたかを表す指標。
現在でも、アフリカのサヘルや東南アジア
等に、季節によっては水不足が深刻となる
地域が見られる。

（Hanasaki et al. 2008a, b）及び
（「ココが知りたい温暖化」(独)国立環境

研究所ホームページ）
http://www-cger.nies.go.jp/qa/16/16-
1/qa_16-1-j.html ）



Ｑ＆Ａ(3)異常気象の増加とその原因Ｑ＆Ａ(3)異常気象の増加とその原因

Q.3 短期集中型の豪雨等の異常気象は、以前に比べて増えていると本当に
言えますか？それは人間活動による影響と言えますか？
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豪雨の変化が既に起きている可能性が高いことは明らかになっていますが、現時
点の知見では、それが温暖化による影響かどうか明確に判断するまでには至って
いません。
ただし、さらに人間活動に伴う温室効果ガスの排出増加により温暖化が進めば、
これまで起きなかったような強さの気象現象が発生する可能性が高いと予測され
ています。

極端な気象現象の長期変化（IPCC AR4-WG1の気象庁訳より）

（塩竃，2008)

現象および傾向
20世紀後半（主に1960年
以降）に起こった可能性

観測された傾向に対

する人間活動の寄与

の可能性

SRESシナリオを用いた21世
紀の予測に基づく傾向の継
続の可能性

ほとんどの地域で大雨の頻
度（もしくは総降水量に占め
る大雨による降水量の割合）
の増加

可能性が高い どちらかといえば 可能性が非常に高い

強い熱帯低気圧の活動度の
増加

いくつかの地域で1970年
代以降可能性が高い

どちらかといえば 可能性が高い



 

①

②

①

②
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Ｑ＆Ａ(4)台風の発生頻度や強度等の変化Ｑ＆Ａ(4)台風の発生頻度や強度等の変化

Q.4 アメリカを襲ったカトリーナのような強烈な台風が、日本にも襲来し、
災害が起こるようになるのですか？
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気候変動が、台風を含む熱帯低気圧の発生頻度や強度の変化に影響を与える
ことについては認識が一致しています。
さまざまな議論があるものの、地球全体では強い熱帯低気圧の活動度の増加
や、高潮の発生の増加の可能性が指摘されています。また、この50年では、低
気圧の進路が極方向に移動していることが観測されています。日本も、このよう
な変化に無関係であるとは言い切れ
ません。

（福濱，2007）

例えば、台風の進路に関しては、現在は、
右図の①のコースのように台風が北東に
進むことが多く、この場合、南西に向い
た湾で高潮が発生します。ところが、温
暖化の影響により、仮に②のような北に
寄るコースを進むようになると、台風が我
が国に南東より来襲するため、南東に向
いた湾でこれまで経験しなかった規模の
高潮が発生する可能性があります。 台風の進路



Ｑ＆Ａ(5)海面上昇の影響Ｑ＆Ａ(5)海面上昇の影響
Q.5 温暖化で北極の氷が融けて海水面が上昇し、東京湾等の海抜ゼロメートル

地帯は水没してしまうのですか？
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温暖化すると海水面は上昇しますが、それは北極海に浮かぶ海氷が融けることによ
るものではなく、グリーンランドなど陸上の氷河と氷床が融けて海に流れ込み海水の
量が増加したり、海水が温まって膨張したりすることによるものです。
IPCCでは2100年までの海面上昇を18～59cmと予測していますが、東京湾、伊勢
湾、大阪湾（三大湾）については、現在の海岸堤防が維持されれば、この今後100
年間の上昇幅により、三大湾のゼロメートル地帯が水没することはありません。
しかし、このまま数百年以上後まで温暖化が進行すると、グリーンランドの氷が融解
する等して海面が数メートル単位で上昇し、水没の危険が高まると指摘されています。

世界平均海面水位の変化

（IPCC，2007 ）及び
（「ココが知りたい温暖化」(独)国立環境

研究所ホームページ）
http://www-cger.nies.go.jp/qa/7/7-
1/qa_7-1-j.html

また、高潮等による危険は
その前から徐々に高まってく
ると考えられます。



Ｑ＆Ａ(6)日本の都市域、構造物への被害Ｑ＆Ａ(6)日本の都市域、構造物への被害
Q.6 日本は先進国であり、河川や海岸や都市等は頑丈

にできているため、被害は少ないのではないですか？
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2005年のハリケーンカトリーナによって、先進国
である米国ニューオリンズ市街が甚大な被害を
被ったことは、記憶に新しいところです。将来は
このような現在の防護水準を超える高潮が発生
する可能性があります。
海面上昇や高潮の増大が生じると、都市域の
潜在的浸水域（海岸堤防等の構造物による防
護がないと考えた場合に、浸水する可能性のあ
る仮想的な範囲）が拡大します。例えば、右図で
は、東京湾沿岸域において潜在的浸水域が拡
大する予測が示されています。このことは、我が
国においても今の都市域が地形的に非常に脆
弱であること、一度構造物の機能
が失われた場合の被害が甚大とな
ることを意味します。

（資料提供：茨城大学地球変動適応科学研究機関 桑原祐史講師）

東京湾沿岸域の潜在的浸水域（計算条件：堤防などの護岸構造物なし）



Ｑ＆Ａ(7)健康への影響（感染症等）の可能性Ｑ＆Ａ(7)健康への影響（感染症等）の可能性

Q.7 今より気温が高くなると、日本脳炎が蔓延したり、新たなウイルス等が発
生するようになるのですか？
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インド、中国、東南アジアの主な日本脳炎媒介蚊である ニセシロハシイエカ
(Culex vishnui )は、これまで日本には分布していませんでしたが、分布域が
拡大し、1992年石垣島、2002年沖縄本島で確認されました。

（資料提供：国立感染症研究所 小林睦生部長）

日本脳炎媒介蚊ニセシロハシイエカ(Culex vishnui )の分布域拡大

媒介蚊の侵入がすぐに患者数
の増加に結びつくものではあり
ませんが、注意すべき現象とい
えます。
また、現時点で新種ウイルス等
の発生が確認されてはいません
が、少なくとも熱帯性のウイル
スが侵入する可能性が今後高
まると考えられます。
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Ｑ＆Ａ(8)予測の不確実性への対応Ｑ＆Ａ(8)予測の不確実性への対応
Q.8 影響の予測が不確実なのに、適応のための目標時期や程度をどうやって

決めるのですか？
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地球温暖化に対する適応を行う上では、手遅れにならないように計画的に考え
ることと、事前の対応が過剰となって無駄な投資にならないように考えることの、
両面が重要となります。

（磯部，2008）
地球温暖化に対する漸近的適応策

例えば、海岸の堤防を、老
朽化等に対応して更新す
る時には、最新の潮位記
録や将来の一定期間の海
面上昇予測に基づき、天
端（堤防等の一番高い部
分）の高さを漸近的・段階
的に上げていく等の方法
が、手遅れや無駄な投資と
ならない有効策と考えられ
ます。



Ｑ＆Ａ(9)適応はインフラ整備で十分なのか？Ｑ＆Ａ(9)適応はインフラ整備で十分なのか？

Q.9 適応のためには、堤防などのインフラ整備を行いさえすればよいのですか？
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適応策はインフラを整備することのみにより行うものではありません。例えば、海
面上昇に対する適応策には、防護、順応、撤退の３つの方法があります。温暖化
の影響に対する地域特性や社会経済性を考慮し、インフラの整備も含めた効果
的・効率的な方法を選択していく必要があると考えられます。

（IPCC, 2007 及び(独)国立環境研究所ホームページ「環境科学解説」の内容を元に作成）
環境科学解説 http://www.nies.go.jp/escience/ondanka/ondanka01/index.html

極端な気象現象の長期変化（IPCC AR4の気象庁訳より）適応 方法

防護 堤防を築いたり、かさ上げして住宅やインフラを守る方法

順応
しだいに高くなる海水面に対して床を上げたり、高床式の住宅を
つくるなどの工夫

撤退
海水面の上昇によって浸水する前に、住宅や施設を後方へ移動
させる方法

沿岸の高潮に対する防災における適応策



便利なリンク集便利なリンク集

◆環境省地球温暖化影響・適応研究委員会 「気候変動への賢い適応」
報告書掲載サイト http://www.env.go.jp/earth/ondanka/rc_eff-adp/index.html

◆温暖化影響総合予測プロジェクトチーム，2008：地球温暖化「日本への影響」－最新の科学的知見－
（環境省地球環境研究総合推進費S-4「温暖化影響総合予測プロジェクト」）

報告書掲載サイト http://www.env.go.jp/earth/suishinhi/index.htm

◆環境省 パンフレットSTOP THE 温暖化 2008
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◆国立環境研究所ホームページ
ココが知りたい温暖化 http://www-cger.nies.go.jp/qa/qa_index-j.html

◆全国地球温暖化防止活動推進センター http://www.jccca.org/

◆IPCC（気候変動に関する政府間パネル）ホームページ http://www.ipcc.ch/
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